
令和 6 年度

R6 年度 ～ R8 年度

国　　費

県　　費

起　　債

そ の 他

一般財源

(評価)対象年度 振興計画事業シート 担 当 課 生 涯 学 習 課

編 成 区 分 当初
事務事業評価【事前】シート

課 長 名 竹 内 睦 生

記 入 日

会計の選択 一般会計 ハード・ソフト・維持等の選択※２ ソフト

新規・継続事業の選択 新規 政策評価の選択 評価対象（新規）

R5.9.15 担 当 者 湯 川 直 基

対象事業名 (事業番号 ) 地域おこし協力隊推進事業（温水プールを活用した健康づくり指導員） (1738)

単独・補助・県営事業の選択※1 単独 総合戦略の選択※３ 横断（重点④）

第２次総合計画の位置付け
（体系表を確認し選択して下さい）

基本姿勢 1． 安心で魅力ある「定住のしま」

分　　野 1-3．

事業期間（選択） 継続事業 継続事業の場合

R6 R7 R8 R9 R10

人をつくり地域を守るまちづくり

政　　策 1-3-3． だれもが親しむスポーツ・レクリエーションづくり

基本施策 1-3-3-① 生涯スポーツによる健康づくりの推進

R11 R12 計

事業費（千円） 4,563 4,563 4,563 13,689

0

0

0

0

4,563 4,563 4,563 0 0 0 0 13,689

事業の概要※５

◆全体事業計画又は事務フロー

■任　　期：令和６年４月から年度ごとの更新し令和９年３月まで
■応募資格：基礎水泳指導員有資格者及び指導経験３年以上又は、健康づくりインストラクターの経験のある方
※指導経験年数には資格取得前の指導経験年数を含む
■活動内容：
・温水プールを活用した健康教室の企画・実施
・子どもたちへの水泳指導
・町民の健康づくり習慣化のための調査研究
・温水プールを拠点とした健康づくりネットワークの構築(病院、住民、行政)など

◆当年度事業計画

1節　報酬　3,000千円
3節　職員手当等　65千円
4節　共済費　554千円
8節　旅費　194千円（通勤手当、研修等）
9節　需用費　100千円（消耗品等）
10節　役務費　20千円（健康診断保険料等）
13節　使用料及び賃借料　630千円（住宅借上料等）

その他
特記事項

補助金等名※４ 補助率

事業の目的
（誰を対象に、どの様
なやり方で、どの様な
効果をえようとしてい

るのか）

町民の健康、福祉の増進及びスポーツの普及並びにその振興を図るために設置された温水プールを拠点
に町民の健康づくり習慣化の推進と地域コミュニティの活性化など、町民に対して価値ある事業・活動
環境を健康保険事業と連携して提供する。



指標（単位）

年　度

目標値

成果指標及び目
標値の説明

●

評価理由

住民等の意見

町の対応

事業の必要性
（現状における問題

点、その要因、今後の
課題）

温水プールを多くの町民に利用してもらうためには、経験と専門的な知識を有した人材を確保して町民
の健康維持、体力づくりを積極的に取り組む体制の構築が必要である。現在３名の指導員を雇用して水
泳教室等を実施しているが、指導員が専門的に水泳、水中運動等を学んだ経験が少なく、臨時的に外部
講師をお願いしているのが現状である。

成
果
（

活
動
）

指
標

年間延べ利用者数（人）

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度以降

39,000 42,000 45,000 45,000 45,000

令和４年度年間利用者数38,328人であり、地域おこし協力隊を活用してより施設の利用者を増やす。

３
次
評
価

事業のやり方改善 事業規模拡大

事業規模縮小 事業統廃合 その他

不採択 企画不十分
２
次
評
価

事業の方向性

● 採択
所管案のとおり

一部不採択 企画不十分

専門的な職員を採用することで、斬新なアイデアと行動力で健康づくりの推進と地域コミュニティの活
性化に繋がるような取り組みと体制構築に努めてください。


